
  歴史ある都　奈良を訪れて


  　2010年に平城遷都1300年を迎える奈良を訪れ、歴史的価値のあるお寺や仏像を巡りました。東大寺、興福寺、春日大社などは、「古都奈良の文化財」として、世界遺産に登録されています。


  　これまで、旅行に出かけると趣味で写真を撮りためていましたが、時間がたつと当時の様子は忘れてしまいます。このたび、旅行記として写真と文章をまとめてみました。自分の旅の記録として残すだけでなく、奈良を旅したい方のガイドとして役立てたいと思っています。


  　まずは、奈良の大仏で有名な「東大寺」と、たくさんのシカとたわむれることができる「奈良公園」の様子を記してみました。


  



  東大寺　奈良の大仏


  　奈良と聞いて、真っ先に思いつくのは、東大寺の大仏ではないでしょうか。「奈良の大仏」とも言われるほど、奈良のシンボルとして扱われています。


  　東大寺を訪れたとき、最初に目を引くのは南大門にある国宝の仁王像（金剛力士像）です。左右に向かい合って立つ阿形と吽形は圧倒的な迫力。力強い筋肉の様子など、躍動感あふれる姿が印象的です。
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  　大仏が鎮座する大仏殿は、江戸時代に再建され、創建時に比べると縮小されたとのこと。それでも、現存する木造建築では世界最大規模なのだそうです。
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  　大仏殿に入ると、いよいよ東大寺の本尊である「盧舎那仏（るしゃなぶつ）」にお目にかかることができます。その大きさと迫力は圧倒的です。像高は約15メートル、台座の蓮華座の直径は約18メートルもあるそうです。そして、掌の大きさは、1.5メートルと、これだけで人間一人分の身長になりますね。
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  　建立した当時は黄金色に輝いていたとのこと、より一層の迫力があったことでしょう。当時の様子に思いをはせてしまいます。



  シカと遊ぶ　癒しの風景


  　歴史あるお寺や仏像は、もちろん奈良の名物ですが、奈良公園に遊ぶシカの姿も、奈良を象徴する風景です。
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  　奈良公園のシカたちは、とても人なつこくて、観光客が近寄っても逃げない様子には、ちょっと驚きます。私も近寄って、思わず背中をなでてやりました。お菓子を手にしている観光客には、シカのほうから寄ってきたりする姿もありました。　


  　見ていてとても愛らしいシカとたわむれつつ、公園の芝の上でのんびりした時間を過ごす空間は、癒しのひとときとなります。


  　奈良の旅では、このあとも続きます。法隆寺をはじめとする寺院のある斑鳩、遷都1300年にわく平城宮跡などを巡ります。そしえ、静かな山里、吉野にも訪れます。


  



  
    ～刊行予定予定～


    
      	東大寺・奈良公園　編



      	斑鳩　編



      	平城宮跡　編



      	吉野　編


    

  


  



  ～奥付～


  
    	タイトル　古都　奈良を巡る旅　～東大寺・奈良公園　編～



    	執筆・撮影　○田○夫



    	作成日　○年○月○日
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